


































Vision for Reconstruction of Curriculm for Teacher Education 
Program in Hokusei Gakuen University: In Preparation for ‘Re-
approval Requirement’ of 2019 after the Latest Revision of Teacher’s 
Licence Law
　　This paper aims to examine and consider the 2019 version of 
the curriculum for the teacher education program. Most universities 
are confronting the same situation imposed by the ‘approval system’. 
After the latest revision of the teacher’s license law in 2017, almost 
all universities have been compelled to apply for ‘the re-approval 
requirement’ of 2019 by the Ministry of Education. Now, there is 
a severe dilemma between the academic disciplines and the legal 
control of national programs of school education. In such a condition, 
it is necessary for each university to make efforts to ensure the 
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北　星　論　集（文） 　第 55 巻　第２号（通巻第 67 号）
廃合の影響で，今後の大幅な教員採用増は見
込めないが，特別支援教育教員については，
対象となる児童生徒が増えていることや，そ
れに伴う新設学校（高等支援学校など）の設
置などにより，教員需要が比較的高く今後も
一定数の採用実績が期待されるものである。
　北星学園大学の教職実習準備室は，このよ
うな教員採用に向けてのサポートを主に担っ
ており，２名の助手により原則９時から18時
まで開室している。在学生のみならず，卒業
生で教員採用試験に挑戦中の者もこの勉強会
には参加しており，卒業生と在学生を結ぶパ
イプ役としても実習準備室の存在は特徴的な
ものである。
　しかしその一方，現在進行中の大学におけ
る教職再課程認定によって，本学の教職課程
も大きく様変わりすることを求められるよう
になってきた。
これからの北星学園大学教職課程
　今，文部科学省による全国の教員養成課程
を有している大学を対象とした教職課程再課
程認定作業のまっただ中に我々がおかれてい
る。本来教員免許状取得の認可は，学科単位
でなされるものであり，学科教育と教員免許
取得関連科目との整合性が問われていたり，
教員免許取得のための教科に関する科目担当
者の業績の検討や学科カリキュラムと教職課
程の関連性等々様々な考慮しなければならな
いファクターが指摘されている。なかでも再
課程認定にあたって最も大きな課題は，従来
の限られた専任の教員からなる教職部門組織
ではなく，大学が全面的に支援しバックアッ
プする姿勢を具体化した全学的組織（例えば
全学教職課程センター）への組織改編が求め
られていることであろう。この組織改編は，
教員組織のみではなく事務組織との連携や教
職実習準備室の改編も抱合するものである。
新組織への移行については，今年度末の再課
程認定作業に向けて準備をしているところで
あるが，教職実習準備室についても同様であ
り，今までの教職実習準備室の在り方を踏ま
えた上で，新たに文部科学省が求めている組
織上での位置づけや任務内容等について整理
していく必要もあろう。
　これらの新しい組織については，賛否は
種々あるであろうが，北星学園大学としては
これまで教職に関する事柄を決定する際の意
思決定プロセスが明確でなかった経緯があ
り（新免許申請をどのセクションで判断して
いたのか？認可免許の取り下げをリードする
のは学科だったのか教職部門だったのか？），
今回の再課程認定をきっかけに，ブラック
ボックスではなく透明性が担保され，かつ大
学戦略として北星学園大学の将来ビジョンに
則った教職課程運営ができる組織に再編成す
るべきであろう。文部科学省施策を見る限り，
今後は教職課程を持つ大学へのチェックはよ
り厳しいものとなることが予想され，大学全
体でバックアップし真摯に教員養成に取り組
み，かつ一定の成果（教員輩出や教員免許更
新，教育委員会との連携等）を上げていかな
ければ，教職課程の認定を取り消されるよう
な事態も起こりかねないと危惧している。そ
のためにも，今後の北星学園大学教職課程は
全学の有機的連携に基づく組織を目指すべき
ではないか，と思わされている。
＊本研究は，2016年度北星学園大学共同研究
（特定研究）「教職再課程認定を踏まえた新し
い教職カリキュラムの研究」の成果の一部で
ある。なお，執筆分担は次のとおり。
　はじめに，１…鈴木。２，３…古谷。４…
高杉。６…鳴海。５，結びに代えて…田実。
─ 41 ─
北星学園大学における教職カリキュラム再構築の方向
注
ⅰ　 岩田康之，「教員養成の日本的構造─「開放
制」原則下の質的向上策を考える」，『教育学
研究』第80巻第４号，2013年．
ⅱ　 由布佐和子，「教師教育改革の課題─『実践
的指導力』養成の予想される帰結と大学の役
割」，『教育学研究』第80巻，第４号，2013年．
ⅲ　 徳永　保，「大学教育の質保障の取り組み
と教員養成教育の新たな課題─大学教育とし
ての教員養成教育の質の保障を目指して─」，
2016年８月，全私教協，総会記念講演配布資料．
ⅳ　 教職課程コアカリキュラムの在り方に関す
る検討会，『教職課程コアカリキュラム』2017
年６月29日．
ⅴ　 日本教師教育学会，『教師教育学の独自性と
方法論研究』第２集，2017年９月．
ⅵ　 貞広斎子，「チーム学校と校長の役割」，全
国私立大学教職課程研究大会，第１分科会報
告，2017年５月21日．
ⅶ　 藤原文雄・諏訪英広・露口健司ら，「校長の
資質・能力と職能成長に関する調査研究」，日
本教育経営学会，第57回大会，第６分科会報告，
2017年６月11日．
